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物質をミクロスケールで制御し、新たな化合物や物質状態を自在に生成す
ることは、物理化学の大きな目標の一つである。そのためには、電子や原
子核の運動を制御し、その超高速の変化を可視化する必要がある。我々は
このために、位相が固定された光パルスによる物質の応答とその制御可能
性を調べ、反応や相変化等の不可逆な変化を迅速に可視化するシングル
ショット分光法の開発を進めてきた。これらの研究から、物質からの電子
の自在な抜き差しが可能であることを示し、光誘起の超高速不可逆変化を
可視化できることを明らかにした。これらの結果は今後、光電場による 
自在な物質制御を行う上での基礎になるものと考えられる。	


